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社名変更のお知らせ

.このたび際社では下紀のとおり

社名を軍~!I!いたし ました。 今後

ともよろし くお願いします.
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主
催
者
で
あ
る
全
日
本
遊
若
々
と
準
備
し
て
い
る
会
只

聞
協
会

(事
務
同
H

東
京
総
も
お
り
、
卜
川
へ
向
け
て
ス

渋
谷
区
渋
谷
三
の
六
の
十
八
、
ケ
ジ
ー

ー
ル
が
立
て
ら
れ
つ

萩
津
ピ
ル
内
、
遠
藤
嘉

一
会

E
聖
母

R
E
s
hE
T
BD
島

長
)
は
当
初
、
十
日
か
ら
の

p
r
h品
内
』
巴
月
刈
定
耳
目

E
E
-

、b
A

露
'

三
日
間
を
予
定
し
て
い
た
が
、

4
調
「
毒
筆
E

ロ
足
元
d
Z
E
V

誌
の
と
お
り
三
日
の
う
ち

巳

!

?

ヘ

匡

庁

E
量
こ

K
7
2
蜘

a

一
円
聞
も
休
円
に
か
か
る
点

ニ
4

・J
E
E
E
明
4
4
}
創
潤
F
E

C
J
1

4
H

を
考
成
し
て
交
渉
し
た
結
果
、

刷側勝
商
事

{本
社
自
東
大
阪
市
荒
川
三
丁
目
ト
四
、

幸
、

唱

も

{

倉

O
六
1

七
二
七

l
O七
0
0、
松
元
道
子
社
民
寓
)
で

三
日
間
に
変
更
で
き
た
わ
け

六
月
下
旬
か
ら
七
月
上
匂
に
か
け
て
、
鱒
エ

1
ス

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
期
日

電
研

(本
社
京
家
、
武
本
家

一
社
長
〉
主
催
で
各
地
で

は
確
定
し
、
東
京
晴
海
の
園

川
か
れ
る

「叫
刷
機
鍾
桜
一一党
ご
に
、
同
祉
の
新
製
品
を

際
貿
易
セ
ン
タ
ー
南
館
で
の

'

出
版
す
る
。

附
岬
慣
が
充
実
し
た
内
科
に
な

る
よ
う
、
関
係
者
は

今

後

に

聞

社
は
雀
球
、

チ
ャ
レ
ン

が
は
じ
め
て
、
こ
こ
に
眠
ら

期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

ジ
ボ
ー
ル
に
・
お

い
て
大
き
な

か
に
な
る
。
展
示
品
目
は
復

な
お
、
す
で
に
こ
の
シ
ヨ
シ
エ
ア
を
占
め
て
い
る
が
、

球

二
機
種
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
ボ

l
出
展
参
加
の
取
組
み
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
今
年
の
新
機
種

l
ル
八
機
種
、

コ
イ
ン
硬
貨
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機
械
を
用
い
た
ゲ
ー
ム
と
な
る
ほ
ど
、
そ
の
必
裂
性
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
も
ク
チ
に
ま
で
行
き
つ
く
。

は
人
聞
に
と

っ
て
ど
う
い
う
大
き
く
な
る
と
言
え
る
。

の
ご
と
の
認
識
の
度
合
に
よ
人
生
は
パ
ク
チ
だ
、
と
言

芯
殺
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
も
う
ひ
と
つ
の
要
素
、
偶
っ
て
、
左
右
さ
れ
る
。
そ
の

い
切
る
人
だ
っ
て
実
際
い

る

う
か
、
と
考
え
る
。
人

類

の

然
性
と
い
う
も
の
も
、

実

は

人

の
認
識
が
浅
け
れ
ば
、
予

わ
け
な
の
だ
。
パ
ク
チ
に
さ

歴
史
に
と

っ
て
ゲ

i
ム
マ
シ
人
間
に
と
っ
て
大
き
な
意

味

測

は
間
違

っ
た
も
の
に
な
り

れ
て
し
ま
っ
た
山
人
生
々
こ

ン
の
占
め
る
位
置
は
、
実
は
あ
い
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
や
す
い
し
、
予
測
も
立

て

に

そ
迷
惑
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
ほ

そ
ん
な
に
た
い
し
た
も
の
で
る
。
偶
然
性
と
は
な
に
か
|

く

い

。
な
ん
で
も
か
で
も
ワ
ど
ま
で
に
偶
然
性
の
嬰
紫
は

は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

そ
の
定
義
は
こ
こ
で
は
ご
か
カ
γ
タ
人
間
な
ら
ば
、
あ
ら

大
き
い
。
た
だ
、
そ
う
い
う

つ
ま
り
、
ゲ
ー
ム
機
が
な
く

ん
べ
ん
願
う
と
し
て
、
人
間
ゆ
る
も
の
ご
と
は
予
測
可
能
こ
と
に
溺
れ
て
、
正
常
な
生

と
も
生
き
て
い
け
る
こ
と
、

の
生
活
に
と
っ

て
偶
然
性
が
だ
と
し
て
、
さ
で
、
そ
れ
も
活
が
破
援
さ
れ
る

f
ら
ぱ
、

そ
れ
が
自
明
で
あ
る
か

の

よ

大
き
く
左
右
し
、
時
と
し
て

完

全

な
も
の
は
望
み
ょ
う
が
偶
然
性
を
手
に
す

6
資
格
は

う
な
の
だ
。

1
l
J

め
り
得
な
い
。

ン
与
仁
川
日
い
肘
川
り

一削
一
正
し
い
機
械
ゲ
l
ム

や
げ
ぺ
同
純
一
一
一
一

ゲ
l
ム
は
古
く
か
ら
あ
る
し
、

「

1
L

つ
で
あ
や
つ
・
勺
れ
る
。
人
間

娯
楽
と
い
う
点
か
ら
言
え

ば

そ

れ
は
H

運
命
々
と
も
な
る
。
な
い
。

が
ゲ
l
ム
機
以
上
の
も
の
で

幼
児
の
ゆ
り
か
ご
に
よ
っ
て
せ
っ
か
く
手
に
し
た
札

束

が

こ

の

偶
然
性
と
い
う
大
き
あ
る
か
、
そ
れ
以
下
の
も
の

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
人
間

思
い
が
け
な
い

一
盛
の
風
に

な

要
素
を
、
ゲ
l
ム
は
と
り

で
あ
る
か
、
が
常
に
問
わ
れ

と
は
切

っ
て
も
切
れ
な
い
も
よ

っ
て
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
手
入
れ
て
い
る
。
次
に
ど
ん
な
る
。
人
間
が
機
械
に
ふ
り
回

の
と
言
え
る
。
ゆ
り
か
ご
の
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
ヘ
行
っ

自

が
出
る
か
、
ど
の
カ
ー
ド
さ
れ
、
生
活
が
破
壊
さ
れ
る

反
復
運
動
、
安
眠
で
き
る
柵

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
が
出
る
か
ー
ー
を
楽
し
み
な
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
ゲ

造
、
安
心
感
を
得
る
べ
き
そ

棚

か
ら
ボ
タ
モ
チ
が
落
ち
て
が
ら
考
え
る
。
つ
ま
り
、
偶

|
ム
機
に
は
恨
本
的
欠
陥
が

の
用
い
ら
れ
か
た
・
・
・

・
そ
れ

く
る
こ
と
も
あ
る
わ
け
だ
。

然
性
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
み
の
る
と
言
っ
て
差
し
っ
か
え

ら
は
、
緊
張
や
疲
労
の
正
反
一
瞬
の
後
、
H

運
命
H

は

人

間

の
手
の
中
で
働
い
て
い

が
な
い
。
で
き
る
だ
け
欠
陥

対
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
ゲ
ど
う
い
う
結
集
で
出
て
く
る
る
の
だ
。
そ
れ
は
エ
ス
カ
レ
の
な
い
機
械
ゲ
i
ム
、
そ
れ

l
ム
や
娯
楽
は
、
だ
か
ら
、

か
、
予
測
の
つ
か
な
い

こ
と

l
ト
す
る
と
偶
然
性
に
賭
け
が
最
も
必
要
な
の
で
あ
る
。

緊
弾
や
疲
労
が
多
く
な
れ
ば

が
、
世
の
中
に
は
た
し
か
に
る
と
い
う
ふ

う

に

な

り

、

パ

。

~AAの努力実り期日変更

定制依)
10 

月

第13回アミューズメントマシンショー

同
開
雌
階
白
骨
笈
更
が
-
父
渉
中
で
あ
っ
た
第

十
三
回
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
マ
シ
ン
シ

ョ
l

(
略
称
A
Mシ
ョ
|
)
は
、
十
月

八
、
九
、
十
日
の
三
日
間
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

つ
&
め

zu-Lι
骨
晶
、

z
・9
.

メ
M
ノル

関
係
、
ア
ー
ケ
ー
ド
関
係、

大
型
機
械
関
係
と
、
そ
れ
ぞ

れ
に
多
彩
で
豊
り
多
い
シ
ョ

ー
に
す
る
た
め
に
も
、
業
界

は

一
丸
と
な
っ
て
盛
り
あ
げ

て
い
メ
べ
き
だ
、
と
関
係
者

は
結
っ
て
い
る
。

耳
問
問

m
m町
、
、
、
ニ
叫
削
柚
鼻
拙
団
四
戸
抽
掴
叫
岨
偲
.

な
お
側
惜
円
時
と
場
所
は

次
の
と
お
り
。

(
時
聞
は
広

島
が
午
前
九
時
か
ら
、
他
は

十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
)

六
月
十
七
、
十
八
日
日目
東

京、

t
野
タ
カ
ラ
ホ
テ
ル
。

二
十
、
二
十

一
U
1
名
古
出
、

同
際
ホ
テ
ル
。
二
十
三
、
二

十
四
日
H
大
阪
、
ホ
テ
ル
プ

ラ
ザ
。
三
十
日
、
七
月

一
日

l
広
島
、
広
島
県
立
産
業
会

館
。
三
、
四
日
H
H
福
岡
、
セ

ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
フ
ク
オ
カ
。

十
、
十

一
n
l札
帆
、

パ
ー

ク
ホ
テ
ル
。

メダルゲームの

ディーラ一、オペレーター

倒産ダイヤ商

側
ダ
イ
ヤ
商
事

(本
社

1

大
阪
市
浪
速
区
元
町
四
丁
目

三
百
三
十
五
、

橋
本
消
彰
社

長
)
が
事
実
上
倒
産
し
た
。

五
月
三
卜

一
日
に
大
阪
市
金

今
池
支
庖
で
第

一
回
の
不
渡

り
が
発
生
九
六
月
十
三
日
に

保
全
命
令
が
出
て
、
事
後
処

理
が
開
始
さ
れ
つ

つ
あ
る
。

同
社
は
従
来
ス
ロ
ッ
ト
マ

シ
ン
や
各
槌
ゲ
ー
ム
出
慨
を
扱

っ
て
き
て
お
り
、
大
阪
、
仙
台

の
「
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
」
の
営

業
に
も
当
っ

て
い
た
。

い
ぜ
ん
と
し
て
不
明
な
点

が
残
っ
た
ま
ま
で
あ
る
が
、

負
債
総
額
は
三
億
か
ら
七
億

円
。
主
だ
つ
ど
債
権
者
に
は

側
エ
ー
テ
ル、

側
コ
ス
モ
商

会、

側
ジ
ャ
ト
レ
、
大
阪
パ

シ
フ
ィ
ッ

ク
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ

側
、
側
ワ
イ
プ
、
東
急
興
産

駒
な
ど
の
名
前
が
あ
が

っ
て

、
ス
v

。

ザコさあ
、，除、

、ー

謹啓、日頃のご愛顧、ご愛読に深謝申 し上げます

このたび弊社では、 業界の発展をめざすという基本的方向で、本紙「ゲームマシ

ン」の発行を分離し、独立させることになりました。弊社の他の刊行物につきまし

では、従来以上の努力で充実した活動をつづけて参る所存ですが、本紙の分離、独

立が必らずアミューズメント業界の発展に寄与しうると信じております。

なお七月以降の本紙発行所は「アミ ューズメント通信社Jで、弊社前取締役の小

林一郎、赤木真澄の両氏がその責に当たることになっております。弊社同様に

ミューズメント通信社」のお引立て、 ご指導、ご鞭逮をお願い申し上げます。
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ス
ピ
ー
ド
レ
I
ス
が

立a，. 

最
も
儲
か
る
ゲ

l
ム
マ
シ
ン
は
?

日
本
娯
楽
機
械
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
同
組
合
(
略
称
J
O
U、
事

務
局
u
H
東
京
都
渋
谷
区
東
一
の
こ
の
こ、

内
田
博
理
事
長
、
加
盟

二
十
八
組
合
員
)
の
発
行
に
よ
る
「
J
O
U
ニ
ュ

ー
ス
」
で
は
、

最
近
で
一
番
儲
か
る
ゲ
l
ム
機
は
タ
イ
ト
|
社
の
ス
ピ
ー
ド
レ
ー

ス
を
挙
げ
て
い
る
。

~OU 調査

結
果
に
よ
る
と
、
ス
ピ
ー
ド

レ
ー
ス
を
ト
γ
プ
に
掲
げ
る

組
合
員
が
多
数
を
占
め
る
と

い
う
結
果
が
出
た
。

従
来
は
割
合
に
数
の
バ
ラ

ツ
キ
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
う

主
語
量
み
会
倉
会
窓
会
寧
企

い
レ
ジ
ャ
ー

集
中
し
て
ト
ッ
プ
に
も
っ
て

.
き
た
の
は
特
鍛
す
べ
き
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
「
比
較
的

購
入
価
格
の
高
い
機
種
が
、

儲
か
る
機
種
に
選
ば
れ
た
こ

と
も
珍
し
い
」
と
し
て
い
る
。

霊
会
会
主
宰

zaezs寧
書
室
容
室

賀
率
)
が
、
レ
ジ
ャ
ー
産
業

の
場
合
は
全
体
に
向
い
。
と

く
に
遊
戯
施
設
部
門
で
の
人

件
費
比
率
は
品
点
の
三
六

・

三
%
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

も
上
昇
す
る
見
込
み
だ
。
す

な
わ
ち
、
売
上
げ
の
伸
び
悩

み
ゃ
落
ち
込
み
が
直
ち
に
経

営
に
ハ
ネ
返
る
、
と
い
う
弱

余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー
の
報
告

つ
い
て
分
析
結
果
が
出
た
。

問
調
査
に
よ
る
と
人
件
費

金
融
費
、
減
価
償
却
費
な
ど

の
経
営
上
の
固
定
資
が
売
上

高
に
占
め
る
比
率
(
固
定
比

シグマ

F
-
J
'
f
t

、J
L
師、、
.

3

、

E
-
k
、

可

埴

植

/

山

v
t
f
g
&
E
L
M
-
J
，F

「ゲ
l
今
ァ
ン
タ
ジ
ア
」
第
二
号

側
シ
グ
マ
(
本
社

l
東

京

渋

谷

に
新
し
く
「
ゲ
ー
今

都
世
田
谷
区
成
城
九
の
三
十
ァ
ン
タ
ジ
ア
渋
谷
」
を
オ
|

二
の
三
、

公
O
三
|
四
八
四

フ
ン
。
東
京
で
計
七
屈
の
ゲ

l
二
五
四
五
、

真
鍋
勝
紀
社

l
今
ァ
ン
タ
ジ
ア
を
運
営

長
)
よ
り
発
行
の
季
刊
雑
誌
し
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
は

「ゲ
l
今
ァ
ン
タ
ジ
ア
」

優
れ
た
点
が
あ
る
と
こ
ろ
か

は
、
い
よ
い
よ
殺
し
い
記
市

ら
、
関
係
者
の
注
円
を
集
め

を
渦
似
、
六
州
に
第
二
坊

を

て

い

る

。

出
し
た
。

そ

れ

は

メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
糊

同
社
で
は
さ
る
五
月
一

口、

に
来
る
客
と
の
接
点
を
見
出

す
方
法
に
お
い
て
、
と
く
に

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
が
あ
る
点

で
あ
る
が
、
こ
の
雑
誌
も
、

そ
の

一
役
を
担
っ
て
い
る
と

言
っ
て
差
し
っ
か
え
な
い
。

ゲ
l
ム
機
だ
け
が
集
客

h
を

持
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

ゲ
ー
今
ア
ジ
タ
ジ
ア
の
ト

ー
タ
ル
な
力
が
客
を
集
め
て

い
る
わ
け
な
の
で
あ
る
。

同
社
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

ト
7
1
・
他
、
ピ
ン
プ
|

い
体
質
を
持
っ
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
全
体
に、

レ
ジ
ャ
ー
産
業
は
伸
長
し
て

き
で
お
り
、
今
後
も
有
望
で

あ
る
こ
と
に
は
ち
が
い
な
い

そ
の
あ
た
り
を
間
報
告
符
で

は
、
四
十
八
年
の
実
績
と
五

十
五
年
の
予
測
値
を
引
き
出

し
て
、
旅
行
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル

(パ
チ
ン
コ
、
続
出
却
な
ど
)

学
問
活
動
を
H

成
長
三
羽
ガ

ラ
ス
H

と
し
て
い
る
。
年
平

均
成
長
率
は
レ
ジ
ャ
ー
産
業

全
体
で
、
四
十
五
年
か
ら
四

十
八
年
が

一
五

・
三
%
、
四

十
九
年
か
ら
五
十
五
年
が

一

六

・
三
%
。
う
ち
ギ

ャ
ン
ブ

ル
は
-
二

・
一
%
と
一
七

-

O
%
、
ゲ
ー
ム
は
二
ハ

・
附

%
と

一一ニ

・
九

%
。
な
お
ボ

ー
リ
ン
グ
、
ゴ
ル
フ
、
山
岳

関
係
の
ス
ポ
ー
ツ
は
二
五

・

O
%
か
ら
五

・
七
%
と
落
込

む
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

が
定
在
し
て
い
る
こ
と
は
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

は
あ
る
が
、
そ
れ
は
抱
雑
な

ゲ
ー
ム
内
容
を
媒
介
に
、
胞

と
客
が

一
体
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
証
明
し
て
い
る
、
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
。

同
誌
第
二
固
有
で
は
、
こ
の

ビ
ン
ゴ
ゲ
l
ム
を
特
集
、
ピ

ン
ゴ
の
遊
び
か
た
や
い
ろ
ん

な
型
の
ピ
ン
プ
も
紹
介
し
て

い
る
。
ま
た
拳
刊
雑
諸
と
い

う
点
か
ら
、
も
う
ひ
と
つ
.
訟

の
レ
ジ
ャ
ー
も
特
集
に
組
ん

で
い
る
。

創
刊
号
が
い
く
ぶ
ん
固
い

め
の
編
集
で
あ
っ
た
の
に
対

走
「族、

発
行
所
変
更
の
お
知
ら
せ

昨
年
八
月
の
創
刊
号
以
来
、
多
く
の
か
た
が
た
か

ら
の
暖
か
い
励
ま
し
と
ご
協
力
に
よ
り
、
今
日
ま
で

成
長
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
次
号
よ
り、

一
層
の

飛
蹴
を
図
る
べ
く
発
行
所
が
独
立
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
新
し
い
発
行
所
は
左
記
の
と
お
り
で
、
事

務
的
に
は
全
て
新
発
行
所
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

ゲ
ー
ム
マ
シ
ン
業
界
の
削
減
を

一
点
に
集
中
し
、

公
平
、
中
立
、
迅
速
に
み
な
さ
ま
が
た
の
お
手
も
と

に
お
崩
け
す
る
の
が
新
発
行
所
の
目
的
で
あ
り
、
任

務
で
す
。
業
界
唯

一
の
専
問
紙
と
し
て
の
責
任
を
負

っ
て
頑
張
る
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

ご
指
導
ご
鞭
違
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

新
発
行
所

ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト
通
信
社

大
阪
市
北
区
神
山
町
十
附
帯
地、

第
二
松
栄
ピ

ル
三
O

一
号
。

郵
便
番
号
五
三
O
。
屯
話
O
六

(ご二

四

)
Oニ
.0九。

第
二
号
は
軟
か
く
な

l
ム
機
も
置
い
て
い
る
点
と

と
い
う
感
想
が
強
い
。
深
夜
営
業
を
し
て
い
る
点
で

検
定
版
か
ら
日
を
つ
け
ら
れ

た
。
は
た
し
て
、

『
は
や
ぶ

さ
」
「
岐
阜
コ
プ
ラ
」
な
ど

の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
つ
け
た
泌

走
族
が
、
土
問
円
の
夜
に
な

る
と
集
合
。
大
塩
害
に
よ
っ

て
、
駐
車
違
反
な
ど
の
容
疑

で
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
事
態

に
な
っ
た
。

幹
線
道
路
に
は
自
販
機
コ

ー
ナ
ー
が
つ
き
も
の
だ
が
、

ゲ
ー
ム
機
の
例
き
が

エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
て
、
社
会
の
非
慨

を
浴
び
る
の
は
、
決
し
て
よ

ろ
し
く
な
い
。
目
下
、
同
暑

で
は
深
夜
営
業
を
中
止
す
る

よ
う
行
政
指
導
を
強
め
て
い

っ
て
い
る
。

a
R虫
嵐
長
秘
量
点
先
今
《
虫
究
会
牢
先
虫
今
主
主
不

し
て
、

つ
九~、

メダルゲーム場運営基準によ る強磁性体適合品

ステ~レスコ~~肉レ
*規絡も土Kooミリ以内と高精度、滑リ 、積怨ね、

カッティング性能も抜群

*指定マーク製作 * 1000枚より地方発送
総東葉興業:ヌ江??にftTJJ・10

み
た
い
・
何
故
な
ら
、
そ
の
本
質
は
、

業
界
の
資
金
窓
口
と
し
て
の

『
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
の
弱
体
』
と
い
う
点
に
、
業
界

令
体
の
究
極
的
な
体
質
が
表
現
さ
れ
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
だ
。

当
時
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
境
遇
を
、

「メ
ー
カ
ー
殿
様
、

オ
レ
百
姓
」
と
自

咽
し
て
述
懐
し
て
い
た
或
る
ォ
一ヘ
レ
ー

タ
ー
の
言
葉
が
、
実
に
象
徴
的
で
あ
っ

た
。
製
造
設
備
と
工
場
を
備
え
、

雇
い

人
を
使
い
、
材
料
胤
が
出
入
り
し
、
日

間
峨

H
に
休
み
、
銀
行
取
引
が
当
然
の
事

で
、
こ
う
し
た
が
柄
の

一
つ
一
つ
が
、

社
会
的
に
は
ご
く
日
常
の
山
来
取
で
、

松
川
通
で
あ
る
恥
が
社
会
か
ら
容
認
さ
れ
、

評
価
さ
れ
る
。
メ
ー
カ
ー
は
、
ま
さ
に

こ
う
し
た
社
会
に
適
格
し
た
存
在
と
し

て
彼
の
眼
に
映
つ
だ
の
で
あ
る
。
一
方
、

い
た
。

六
、
営
業
ノ
ウ
ハ
ウ
を
確
立
し
、
ゲ

ー
ム
コ
ー
ナ
ー
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
、

よ
リ
専
門
職
種
化
す
る
事
。
ポ
ー
リ
ン

グ
場
の
巨
大
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
前
に
し

て
、
既
存
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
占
有
し

切
れ
な
か
っ
た
の
も
、
或
る
意
味
で
は
、

営
業
β
法
が
比
較
的
簡
単
で
、
維
で
も

機
械
さ
え
口

っ
て
置
け
ば
、
結
榊
収
泣

が
仙
川
ら
れ
た
訳
で
、
そ
の
点
か
ら
も
、

大
量
の
新
規
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
参
両
を

許
す
事
に
な
っ
た
。
明
ら
か
に
尊
門
の

運
営
技
術
と
経
験
を
要
す
る
も
の
で
あ

れ
ば
、
相
当
程
度
、
過
当
競
争
は
避
け

具
体
的
な
取
組
課
題

ボ
ー
リ
ン
グ
の
附
帯
設
備
と
し
て
の

ゲ
ー
ム
場
を
運
営
し
な
が
ら
、

オ
ペ
レ

ー
タ
ー
は
、
い
く
つ
か
の
具
体
的
な
取

り
組
む
べ
き
諜
題
を
学
び
と
っ
た
。

一
、
独
自
で
集
客
し
、
峨
引
で
き
る

施
設
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
錯
綜

を
他
ヘ
依
存
す
る
何
か
の
附
帯
設
備
で

あ
る
限
り
、
営
業
の
主
導
権
は
と
れ
な

い
。
代
償
に
高
額
な
営
業
料
を
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
避
が
な
の
だ
。

二
、

庖
は
、
自
分
の
負
担
で
構
え
、

自
分
の
貫
任
で
危
険
を
も
負
担
す
べ
き

な
の
だ
。
危
険
負
担
の
大
き
さ
に
応
じ

て、

人
は
其
剣
に
な
り
、
持
て
る
力
を

出
し
切
れ
る
、
そ
う
し
た
性
癖
の
持
主

な
の
だ
。

三
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
展
開
す
べ

き
な
の
だ
。
対
象
と
す
る
客
府
を
絞
リ
、

.需
要
に
供
給
を
適
合
さ
せ
、
一
一

l
ズ
を

引
き
出
す
。
子
供
と
大
人
は
明
ら
か
に

区
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
層
に
適
し

た
施
設
を
考
慮
す
る
。
客
層
を
細
分
化

レ
射
程
範
囲
を
定
め
る
。
特
に
、
ポ
ー

リ
ン
グ
場
で
、
大
人
は
十
分
ゲ
ー
ム
機

の
蹴
客
た
り
得
る
事
.
か
分
り
、
逆
に
大

人
対
政
の
施
時
と
し
て
は
、
ゲ
ー
ム
コ

ー
ナ
ー
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
。

四
、
経
営
規
模
は
、
効
率
の
面
か
ら
、

少
な
く
と
も
現
行
の
十
倍
以
上
に
引
き

上
げ
な
け
れ
ば
、
質
的
転
換
を
図
る
の

は
む
ず
か
し
い
。

五
、
営
業
規
模
の
拡
大
は
、
庫
数
の

拡
大
よ
り
も、

一
庖
当
り
の
規
模
拡
大

を
目
論
み
、
そ
の
た
め
に
は
、
ゲ
ー
ム

料
金
の
大
幅
な
値
上
げ
〔
当
時
の
料
金

が
二
十
円
穂
度
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の

十
倍
の
二
百
円
程
度
へ
の
引
き
上
げ
〕
、

そ
れ
に
、
顧
客
当
た
り
の
消
費
単
価
の

大
幅
な
引
き
上
げ
を
図
る
つ
ホ
|
リ
ン

グ
同
様
に
、
千
円
札
の
使
用
単
位
〕

。

と
れ
ら
は
、
ポ

l
り
ン
グ
を
見
る
限
リ
、

一
般
大
衆
が
、
見
返
り
の
な
い
消
費
に

十
分
耐
え
ら
れ
る
事
が
判
明
し
て
い
た

の
て
そ
う
し
た
消
費
に
見
合
、
品
品

内
容

m斑
し
さ
、
満
足
感
〕
で
あ
れ
ば
、

決
し
て
不
可
能
で
は
な
い
事
が
分
っ
て

ヲルザ-6の
特別連載

第 2回

同
紙
は

J
O
U
の
機
関
紙

で
あ
る
が
、
毎
回
、
ア
ン
ケ

ー
ト
形
式
で
組
合
員
か
ら
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
よ
く

稼
動
す
る
ゲ
ー
ム
機
を
挙
げ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
最
近
の

.会
活
Z
栂
階
窓
際
崎
会
唖
E

固
定
比

余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー

(理

事
長
佐
橋
滋
氏
)
は
こ
の
ほ

ど
レ
ジ

ャ
ー
産
業
に
関
す
る

調
査
を
ま
と
め
、
今
後
の
予

測
を
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は

さ
る
四
月
に
発
表
し
た
『
ギ

ャ
ン
ブ
ル
実
態
調
査
」
に
つ

づ
く
も
の
で
、
全
体
的
な
資

料
と
し
て
よ
く
ま
と
ま
っ
た

も
の
に
な
っ
て
い
る
。

レ
ジ
ャ
ー
産
業
の
ほ
う
は

三
月
十
日
現
在
の
調
査
結
果

で
対
象
三
千
社
。
日
眼
大
工

ゴ
ル
フ
、
ス
キ
l
場
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。
回
答
の
あ

っ
た
う
ち
ゲ

l
ム
娯
楽
部
門

の
製
造
業
は
十
二
社
、
遊
戯

施
設
部
門
の
サ
ー
ビ
ス
業
七

社
。
計
問
百
五
十
・
社
。
経

営
指
標
の
ほ
か
、
将
来
性
に

得
る
。
難
解
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
装
備
し
、

エ
ク
ス
ク
ル

l
シ
ブ
な
連
帯
組
織
と
し
、

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
展
開
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
依
つ
て
の
み
可

能
と
す
る
ポ

[
ノ
ウ
ハ
ウ
が
難
解
で
あ

れ
ば
、
機
械
が
数
多
く
作
ら
れ
で
も
、

メ
ー
カ
ー
側
の
弔
問
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
展
開
が
、
左
右
さ
れ
る
引
は
防
げ
る

筈
で
あ
ろ
う
〕

。

H

殿
様
と
百
姓
と
H

一心生

一
1Fi.雪自費

彼
に
と
れ
ら
社
会
的
条
件
が
十
分
に
備

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
は
容
易
に
想
像

で
き
る
〔
ち
っ
と
も
不
要
な
も
の
も
あ

っ
た
が
〕

。
と
同
時
に
、
そ
の
姿
が
、

営
々
と
例
ら
い
て
も
倒
ら
い
て
も
貧
乏

の
述
統
だ
っ
た
江
戸
時
代
の
百
姓
に
、

あ
る
立
昧
で
余
リ
に
似
て
い
た
と
い
う

事
ら
し
い
。
し
か
し
、
問
凶
は
そ
の
時

点
で
貧
し
い
事
、
社
会
条
件
を
充
さ
な

い
事
で
は
な
く
、
堂
々
と
何
年
も
勤
勉

で
あ
り
続
け
て
も
、
そ
の
条
件
を
備
え

難
い
、
即
ち
、
質
的
に
成
長
発
展
で
き

な
い
事
こ
そ
が
問
題
な
の
だ
。
百
姓
が

一
生
貧
乏
で
あ
り
統
け
た
仕
組
み
は
、

江
戸
時
代
で
は
身
分
制
度
で
あ
り
、
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
に
と
う
で
は
、
経
済
活
動

の
零
細
、
収
説
組
棋
の
過
少
に
起
因
す

る
。

こ
う
し
た
具
体
的
な
取
り
組
み
課
題

が
、
日
々
明
ら
か
と
な
り
、
多
く
の
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
が
紡
切
に
解
決
の
必
要
性

移
感
じ
な
が
ら
、

容
易
に
果
し
帥
な
か

っ
た
原
因
を
、
別
な
側
商
{
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
情
況
〕
に
触
れ
な
が
ら
考
え
て

社
名
変
更

オ
ベ
レ
l
ト
ー
な
ぞ
る
?

で
は
、
再
び
、

何
級
、
何
故
に
と
問

う
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
い
う
名
は
、

一

般
に
は
迎
紙
す
る
者
と
い
う
窓
に
解
す

る
。
特
殊
な
専
門
技
術
を
要
す
る
機
器

類
の
操
作
者
を
指
し
て
、
こ
う
呼
ぷ
。

ゲ
ー
ム
機
業
界
で
も
、
デ
ィ
ー
ラ
ー、

メ
ー
カ
ー
の
セ
ー
ル
ス
に
対
し
、
物
は

売
ら
な
い
け
れ
ど
機
械
を
運
転
〔
管
理
〕

し
て
収
説
を
俳
る
の
で
、
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
の
計
業
を
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ぶ
。

な
る
ほ
ど
、
こ
の
服
リ
で
は
そ
の
呼
び

名
は
正
し
い
。
し
か
し
、
何
故
か
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
と
い
う
言
葉
を
口
に
す
る
時
、

私
に
は
既
に
出
来
上
っ
て
い
る
機
器
を

操
作
す
る
と
い
う
側
面
が
、
ど
う
し
て

も
強
調
さ
れ
て
感
じ
ら
れ
て
な
ら
な
い
。

即
ち
、
た
と
え
操
作
技
術
が
特
殊
で
、

専
門
的
で
あ
る
に
せ
よ
、
そ
の
妓
術
は
、

恒
に
傑
作
す
る
機
惜
の
仕
様
を
、
い
か

に
問
迎
い
な
く
、
た
く
み
に
利
得
し
、

定
め
ら
れ
た
β
法
〔
ル

1
ル
〕
を
正
レ

く
な
ぞ
る
耶
。
そ
れ
こ
そ
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
に
要
求
さ
れ
る
最
終
日
的
に
外
な
ら

な
い
、
と
規
定
し
て
い
る
言
葉
に
受
け

と
ら
れ
る
か
ら
だ
。

そ
こ
に
は
、
主
体
性
土
旬
、
創
造
も
、

改
良
も
感
"し
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
械
機

優
先
で
、
絶
え
ず
当
て
が
わ
れ
ぷ
ち
で

あ
る
。
指
定
通
リ
傑
作
し
な
け
れ
ば
、

大
β
の
機
脱
は
正
確
に
作
動
し
て
く
れ

な
い
か
ら
だ
。

こ
う
し
た
性
向
は
、
や

や
も
す
れ
ば
保
守
的
で
、
変
化
を
望
ま

な
い
傾
向
を
助
長
し
勝
ち
で
あ
る
。
こ

の
傾
向
、
「
機
械
の
指
定
す
る
通
リ
ま

っ
し
ぐ
ら
」
は
、
機
械
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
、
徐
々
に
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
を
取

り
凶
み
、
泣
業
万
法
全
体
へ
と
浸
透
し

て
い
っ
た
。

例
え
ば
、
投
開
で
n
M
初
に

現
代
型
ゲ

l
ム
コ
ー
ナ
ー
を
述
営
さ
れ

た
「
口
|
ゼ
ン

・
エ
ン
タ
ー
ブ
ラ
イ
ゼ

ス
』
〔
現
、
セ
ガ
社
の
前
身
〕
の
「
ガ

ン
コ
ー
ナ
ー
」
チ
ェ
ー
ン
の
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
型
態
と
、
そ
れ
以
降
引
き
続
き
作

ら
れ
た
数
多
く
の
ゲ

i
ム
コ
ー
ナ
ー
の

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
が
、
遅
々

と
し
て
変
化
し
な
か
っ
た
事
実
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。
.
と
う
変
化
し
な
か
っ

た
か
側
別
に

m
aを
挙
げ
れ
ば
、
数
え

切
れ
な
い
ほ
ど
あ
る
。

(4
め
ん
へ
つ
づ
く
)

• • • • • • • • • 、y
|デ‘イラー・ハンドラーのマナー養成

-テイラーの管理

・力ジノマナー ・lレールの教育

・ルーレット用具の選択 ・手入れ

・投球 ・チッフ整理の授術教青

・ルーレツト教室 ・遊戯場の運営、経営

。教育慣はオ名につき、白敏に関係なく3方向
。団体で叡育の場合は出強い疋レます。

※新宿のパンドラルーレッド教室宮(03)352一

フフ 19を宰参考にご見学下さい。

j上記項目等につき指導、相談をなさりだい方は、 14:
;年間正しく、楽しいルーレットゲームの普及を続け j
:てき疋、日本ルーレット研究会を御利用下さい。 j 
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深
夜
自
販

を
中
止
さ
す

オ
ー
ト
バ
イ
ゃ
れ
動
引
に
と
に
な
っ
た
。

よ
る
山
総
走
族
H

が
問
題
に
場
所
は
名
古
川
町
と
京
都
の

側
パ
ブ
コ

(旧
名
目
パ
シ

な
っ
て
い
る
が
、
大
垣
市
内
中
間
ぐ
ら
い
、
舷
阜
県
西
浪
フ

ィ
ッ
ク
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
株

の
自
販
機
コ
ー
ナ
ー
は
つ
い
地
方
。
大
垣
市
内
に
あ
る
白
。
式
会
社
)
東
京
都
渋
谷
区
千

a'

コ
ー
ナ
ー

、

ゲ

批

検式会社カワクス
干577東大阪市稲田1414

検式会社甲陽産業
〒553大阪市福島区鷺洲本通 1丁目川書 官 06(451) 5994 

株式会社シンコーエンジニアリング
〒561血中市名神ロ3-9-1(タイヨーピル)宮 06(333) 0325 

景品が出る画期的なフレイビデオゲーム機

漸新なデザイン。使う身になって創られた高性能IC機構。

高級材質仕上。

干510ft (03)400-6688 利回研究所内東京都渋谷区渋谷2-21-1 、日本ルーレツト研究会

告 06(745)2784 

只今、代E釦吉募集中

高さ 1，227欄

償幅 54~嗣

奥行 62か柵
置さ 38kg 

AC 100V 
50・60Hz
消費最大電力

35-75W 
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な
り
さ
」
の
如
き
、
既
に
在
る
も
の
、

あ
る
が
ま
ま
の
姿
を
至
上
の
も
の
と
し

て
信
じ
て
疑
わ
な
れ
い
意
識
構
造
が
、
そ

の
過
程
で
隠
然
と
確
立
さ
れ
て
い
た
。

一
般
に
は
、
変
化
と
冒
険
は
好
き
で
は

な
い
と
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
変
化
を
好
ま
な
い
状
況
に

つ
い
て
、

一
つ
の
見
方
が
あ
る
。
何
故
、

冒
険
や
実
験
を
し
な
い
の
か
、
そ
の
理

由
は
、
そ
れ
ほ
ど
豊
か
で
は
な
い
し
、

満
足
ち
し
て
い
な
い
け
れ
ど
、

一
応
成

り
立
っ
て
お
る
か
ら
だ
と
い
う
説
で
あ

る
。
ゲ
ー
ム
機
械
は
当
初
、
特
殊
な
機

械
で
あ

っ
た
。
機
械
は
頒
繁
に
故
障
し

た
の
で
〔
実
に
よ
く
こ
わ
れ
ま
し
た
。

何
し
ろ
と
て
も
古
い
も
の
が
多
か

っ
た

も
の
で
す
の
辺
二
十
取
り
扱
う
た
め
に

は
修
現
す
る
技
術
者
が
不
可
欠
で
あ

っ

た
が
、
ゲ
ー
ム
機
の
修
理
を
教
え
る
学

校
は
無
論
の
こ
と
、
新
人
を
養
成
す
る

ノ
ウ
ハ
ウ
も
乏
し
か
っ
た
た
め
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
急
激
に
噌
加
す
る
等
と
は

想
像
も
で
き
ず
、
ま
さ
に
特
殊
社
会
で

あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
ん
な
時
代
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
い
わ
ば
、
気
の
向

メ
タ
ル
ザ
t
h
の

(例
湖
北
山
町
b
)

jレ

レ
ッ
ト
を
生
放
送

千
葉
テ
レ
ビ

(
U
H
F
)
 

千
葉
テ
レ
ピ
で
は
さ
る
五

月
か
ら
八
月
ま
で
「
ビ
パ

/

ル
ー
レ
ッ
ト
」
の
番
組
を
毎

週
土
鵬
日
の
夜
、
放
送
し
て

お
り
、
大
変
な
人
気
を
さ
ら

っ
て
い
る
。

こ
の
番
組
は
日
本
ル

l
レ

γ
ト
研
究
会
の
キ
モ
入
り
で

行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

和
閉
会
長
が
解
説
、
指
導
に

当
っ
て
い
る
視
聴
者
参
加
番

組
で
あ
る
。
司
会
は
コ
ロ
ン

ビ
ア
ラ
イ
ト
、
選
手
は

一
般

公
募
の
中
か
ら
毎
週
四
人
登

場
。
優
勝
者
に
は
賞
品
が
出

る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。

放
送
時
間
は
土
曜
日
の
午

後
九
時
半
か
ら
十
時
ま
で
。

U
H
F
の
テ
レ
ビ
局
で
は
あ

る
が
、
関
東
地
方
で
見
る
こ

と
が
?
き
る
。

く
ま
ま
に
商
売
を
し
て
も
よ
か
っ
た
し
、

ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
側
士
旬
、
ど
う
せ~空
い
て

い
る
場
所
な
の
だ
か
ら
、
幾
ら
で
ち
人

る
だ
け
で
結
構
と
、
い
た
っ
て
気
楽
な

も
の
だ

っ
た
。
敢
て
危
険
を
冒
し
、
変

化
を
求
め
る
必
要
が
、
何
処
に
在
ろ
う

か
。
不
安
定
で
こ
そ
あ

っ
た
が
、
成
リ

立
っ
て
い
た
事
も
確
か
で
あ
っ
た
。
こ

う
し
た
状
態
が
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
基
盤

と
し
て
、
深
く
、
静
か
に
潜
航
し
、
そ

し
て
定
者
し
た。

必
然
的
で
は
あ
る
が
、

突
然
、
潮
の
如
く
押
し
ょ
せ
た

一
大
レ

ジ
ャ
ー
ブ

l
ム
に
、
矛
盾
は

一
気
に
表

面
化
し
、
拡
大
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対

応
で
き
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は

当
然
な
結
果
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
、

と
い
う
論
埋
で
あ
る
。
気
の
つ
か
恐
い

聞
に
機
械
.か
作
ら
れ
、
輸
入
さ
れ
岬
質

は
格
段
と
向
上
し
、
回
路
図
や
、
マ

ニ

ュ
ア
ル
も
徐
々
に
整
い
、
校
術
者
も
、

一
一
般
技
術
〔
ゲ

l
ム
機
に
は
未
経
験
で

あ

っ
て
も
構
わ
な
い
〕
で
十
分
有
効
と

な

っ
た
。
特
殊
社
会
の
特
権
は
、
徐
々

に
崩
壊
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

誰
か
が
怠
け
た
た
め
、
誰
か
が
悪
か

っ

た
た
め
と
言
っ
て
質
め
ら
れ
る
筋
合
い

い
の
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、

雌
史
の
制
黙
と
し
て
、
乗
り
越
え
ら
れ

る
べ
き
宿
命
的
な
出
来
事
に
外
な
ら
な

い
か
ら
だ
。
え
て
し
て
ζ

う
し
た
事
柄

を
、
誰
か
の
せ
い
に
し
勝
ち
だ
が
、
個

別
の
事
象
は
、
歴
史
的
必
然
性
に
は
、

単
な
る
契
機
に
す
ぎ
な
い
事
を
、
こ
こ

で
も
念
の
た
め
書
き
添
え
て
、
私
が
、

誰
を
も
非
難
し
て
い
な
い
事
を
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

例
え
ば
、
今
日
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
は
、
長
く
て
二
年
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
。
嵐
の
よ
う
な
一
日

き
ざ
み
の
技
術
革
新
で
、
二
年
も
経
て

ば
鼠
新
型
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
旧
式

で
、
時
代
遅
れ
と
な
り
使
い
も
の
に
な

ら
な
い
た
め
だ
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
は
好

例
で
あ
る
が
、

一
般
に
機
械
は
、
そ
の

必
要
性
が
先
に
在
リ
、
そ
の
需
要
を
基

に
作
ら
れ
る
。
作
り
上
げ
ら
れ
た
機
械

は
、
当
初
の
欲
求
に
応
じ
た
も
の
で
あ

る
限
り
、
技
術
的
、
或
い
は
価
格
の
点

で
判
約
が
な
い
以
上
、
満
足
す
べ
き
、

完
結
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、

多
く
の
場
合
、
何
ら
か
の
制

約
が
あ
る
の
が
普
通
で
、
ち
し
仮
に
、

満
足
す
べ
き
も
の
で
あ
れ
ば
、
即
ち
次

香
港
と
な
ら
ぷ
マ
カ
オ
は
大
き
な
カ
ジ
ノ
(
公
認
と
ば
く
場
)

が
あ
る
の
で
有
名
で
あ
る
。
今
回
紹
介
す
る
ゲ
ー
ム
は
、
そ
の

マ
カ
オ
に
し
か
な
い
ギ
ャ
ン
ブ
ル
ゲ
ー
ム
で
ダ
イ
ス
(
サ
イ
コ

口
)
を
使
っ
た
テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。

テ
ー
ブ
ル
上
に
は
下
図
の

よ
う
な
レ
イ
ア
ウ
ト
が
捕
か

れ
て
お
り
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
の

手
元
に
は
ダ
イ
ス
を
容
れ
る

丸
い
ケ
l
ス
が
あ
る
。
ダ
イ

ス
の
数
は
三
個
。
ゲ
ー
ム
は

ダ
イ
ス
を
こ
の
ケ
ー
ス
に
投

げ
入
れ
て
、
ふ
た
を
閉
じ
、

中
で
か
き
ま
わ
し
、
ポ
ァ
と

聞
け
た
と
き
の
ダ
イ
ス
の
自

で
勝
負
す
る
、
と
川
う
や
り

か
た
で
あ
る
。
テ
}
ブ
ル
に

は
ス
イ
γ
チ
が
と
り
つ
け
ら

れ
て
お
り
、
ダ
イ
ス
の
目
は

ス
イ
ッ
チ
に
よ
り
テ
ー
ブ
ル

上
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
電
光
で

芯
さ
れ
る
。

ギ
ャ
ン
ブ
ル
と
し
て
の
賭

け
か
た
に
つ
い
て
は
、
下
図

の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
参
照
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
三
つ
の
自

の
合
計
が
四
か
ら
十
ま
で
の

場
合
は
匂
十
一
か
ら
十
七

ま
で
の
場
合
は
@
と
い
う
わ

け
で
、
数
字
の
大
小
か
ら
こ

の
ゲ

l
ム
の
名
前
が
つ
け
ら

れ
て
い
る
。

百
五
十
倍
の
配
当
率

配
当
は
確
率
か
ら
導
き
出

さ
れ
て
い
る
。
@
ム
ゲ
@
の
場

合
は
二
倍
。

三
っ
と
も
ゾ
ロ

自
の
場
合
は
、
ま
ず
特
定
の

ゾ
ロ
目
の
と
き
百
五
十
倍
A

ど
れ
か
三
っ
と
も
ゾ
ロ
自
の

と
き
二
十
四
倍
。
一四
一
つ
の
う

ち
特
定
し
た
二
つ

の
ゾ
ロ
目

が
出
た
場
合
は
八
倍
。

三
つ
の
自
の
合
計
で
特
定

し
た
場
合
、
九
か
ら
十
二
が

六
倍
。
八
と
十
三
が
八
倍
。

七
と
十
四
が
十
二
倍
。
六
と

十
五
が
十
四
倍
。
五
と
十
六

用
心
深
さ
は
良
い
事
だ
が

ム
ヲ
し
ば
ら
く
こ
の
面
倒
な
話
し
に
お

付
き
合
い
願
い
た
い
。
(
な
か
な
か
進
展

し
な
い
の
で
す
。)

「
変
化
は
冒
険
で
あ
り
、
冒
険
は
不

利
で
あ
り
、

不
利
な
市
中
は
す
る
な
」
と

い
う
実
に
妙
な
三
段
論
法
を
持
ち
出
す
。

生
き
方
と
し
て
は
健
全
だ
が
、
新
ら
し

い
方
向
へ
の
発
展
は
急
に
困
難
に
な

っ

て
く
る
。

し
か
し
、
こ
の
論
法
は

「誰

か
が
冒
険
を
す
る
か
ち
知
れ
な
い
。
冒

険
の
中
に
は
成
功
す
る
の
も
あ
る
か
も

知
れ
な
い
。
誰
か
が
成
功
し
た
ら
追
随

し
よ
う
」
と
凶
デ
事
も
含
ま
れ
て
お
り
、

こ
の
用
心
深
さ
、
こ
の
安
易
さ
が
、
保

守
的
な
業
界
の
体
質
を
形
成
し
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
そ
こ
に
は
、
ち
ょ
う

ど

「
始
め
に
言
葉
あ
り
き
、

言
葉
は
神

SMALL & BIG 

が
十
八
倍
。
四
と
十
七
が
五

十
倍
と
な
る
。

ま
た
、

ニ
つ
の
ダ
イ
ス
の

組
合
せ
ば
、
ゾ
ロ
自
を
除
く

と

R
H
m
m・-:
・
日
目
と

十
五
通
り
あ
る
が
、
こ
れ
が

三
つ
の
ダ
イ
ス
で
ど
れ
か
出

れ
ば
五
倍
。
特
定
の
目
ひ
と

つ
が、

三
つ
の
ダ
イ
ス
の
う

ち
に
出
る
な
ら
ば
二
倍
と
い

う
、
わ
け
だ
。

と
ば
く
性
に
は
注
意

テ
ー
ブ
ル
上
の
レ
イ
ア
ウ

ト
を
見
れ
ば
わ
か
る
仕
組
み

に
な
っ
て
お
り
、
勝
負
が
済

む
と
電
光
で
示
さ
れ
る
の
で

韮
っ

て
簡
単
。

マ
カ
オ
で
は

キ
ャ
ッ
、
ン
ュ
で
賭
け
る
こ
と

が
で
き
、
紙
幣
を
四
ツ
折
り

に
し
て
扱
う
。

勝
負
の
進
行
方
法
と
し
て
、

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
賭
け
た
場
所

へ
、
デ
ィ

ー
ラ
ー
が
そ
の
配

当
怒
の
ぶ
ん
だ
け
配
当
し、

二
倍
の
場
合
は
同
額
分
を
プ

ラ
ス
す
る
。
こ
の
点
は
他
の

テ
ー
ブ
ル
ゲ

l
ム
と
ま
っ
た

く
問
じ
で
み
る
。

同
じ
で
あ
る
と
言
え
ば
日

本
で
大
小
ゲ
ー
ム
を
す
る
際
、

絶
対
に
ギ
ャ
ン
ブ
ル
(
と
ば

く
)
で
や

っ
て
は
な
ら
な
い
。

お
金
に
は
換
え
ら
れ
な
い
チ

ッ
プ
で
張
り
、
チ
ッ
プ
で
遊

ぶ
の
だ
。

プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
梁
し

む
場
合
、
@
と
⑪
に
賭
け
る

の
が

一
番
簡
単
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
。
必
勝
法
が
あ
る
と

し
た
ら
、

デ
ィ

ー
ラ
ー
の
手

の
う
ち
を
読
ん
で
、
③
な
ら

@
、
@
な
ら
@
に
賭
け
る
ぐ

ら
い
な
も
の
だ
ろ
う
。
ゾ
ロ

自
の
最
高
配
当
は
百
五
十
倍

で
、
こ
れ
は
他
の
ゲ

l
ム
と

比
べ
て
も
最
高
に
属
す
る
。

の
欲
求
が
}需
要
と
し
て
表
面
化
す
る
の

で
、
結
局
、

最
終
的
に
満
足
す
べ
き
機

械
は
決
し
て
で
き
な
い
事
に
な
る
。

先
に
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
完
結
し
た

機
械
の
仕
様
を
正
確
に
マ
ス
タ
ー
し
、

な
ぞ
る
事
に
ウ

エ
イ
ト
が
偏
重
し
て
い

る
点
を
指
摘
し
た
が
、

本
来
、
そ
う
い

う
意
味
で
完
結
し
た
機
械
な
ぞ
存
在
し

得
な
い
訳
だ
か
ら
、
た
だ
仕
様
を
マ
ス

タ
ー
す
る
事
で
終
始
す
る
な
ら
、
お
よ

そ
無
意
味
で
あ
る
。
ユ
ー
ザ
ー
の
欲
求

に
対
し
て
メ
ー
カ
ー
が
作
リ
、
出
来
た

も
の
を
基
に
次
の
ユ
ー
ザ
ー
の
欲
求
が

生
れ
る
。
こ
う
し
た
両
者
の
相
互
物
用
、

立
伺
効
に
行
な
わ
れ
て
は
"
し
め
て、

機

械
は
ど
ん
ど
ん
良
く
な
り
、
時
代
の
要

求
に
も
同
う
も
の
に
な

っ
て
ゆ
く
。
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
パ
ス
ワ

l
ク
の
繰
り

返
し
が
、
是
非
と
も
両
者
聞
に
必
要
で

あ
る
。
ゲ
ー
ム
機
械
の
場
合
串旬
、
既
に

在
る
機
械
の
仕
様

〔ル

l
ル
〕
を
い
か

に
マ
ス
タ
ー
す
る
か
〔
機
械
自
体
が
聞

定
的
に
装
備
し
て
い
る
使
い
方
〕
で
は

な
く
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
欲
求
し
て
い

る
内
容
に
、
い
か
に
機
械
の
仕
械
を
合

せ
る
か
と
い
う
事
が
考
え
ら
れ
、

実
現

さ
れ
れ
ば
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
い
う
言

葉
の
持
つ
偏
重
さ
も
解
消
さ
れ
る
。
即

ち
、
機
械
に
い
か
に
対
応
す
る
か
で
は

な
く
、
欲
求
に
機
械
を
い
か
に
対
応
さ

せ
る
か
と
い
う
事
が
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
本
来
の
姿
で
あ
る
。

「今
こ
そ
自
由
を
」
の
声

い
ず
れ
に
し
て
も
、

こ
の
よ
う
に
見

て
く
る
と
、
そ
も
そ
も
変
化
を
好
ま
ぬ

保
守
的
な
体
質
が
、

全
て
諸
悪
の
根
源

と
見
倣
し
て
差
し
っ
か
え
な
さ
そ
う
で

あ
る
。
「
悪
に
対
置
さ
れ
る
も
の
H
H
普
」

は
、
即
ち
、

「保
守
に
対
置
さ
れ
る
も

の
H
H
自
・由
」
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。
固

定
観
念
か
ら
の
逃
走
、
発
想
の
転
換
。

ま
さ
に
こ
の

「自
由
」
と
い
う
観
点
か

ら
、
仕
事
の
全
て
を
分
解
し
、
あ
ら
た

め
て
具
体
的
取
組
繰
越
に
適
合
す
る
よ

う
組
み
立
て
な
お
す
志
向
が
、
長
い
ト

ン
ネ
ル
か
ら
抜
け
出
す
べ
き
唯

一
の
方

法
と
し
て
、
そ
の
時
、
高
ら
か
に
提
起

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
こ
の
項
了
。
ご
感
想
を
編

F
集
部
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。
l J 

回 国 国 四 悶 図

⑮ 
回目 国国 国国 四四 国国 Ig}翻

⑧ 150x 150x 150X 150x 150X 150X 

11-17 田 臨 国 最量量 四 国 圏 4 -10 
@ 田 図 国 四 固 図 @ 
2 X 8 X 8 X 8 X 24 X 8 X 色 X 8 X 2 X 

⑫ ⑬ ⑬ ⑬ ⑬ ⑬ ⑪ ⑬ ③ ③ ⑦ ⑥ ③ @ 
TOTAL 

50 X 18 X 14 X 12 X 8 X 6 x 6 X 6 X 6 X 8 x 12 X 14 X 18 X 50 x 

5 田 田 回 回 囚 関 図 国 図 国 団 国 四 回 i菌!>I 
× 国 ~ 閣 国 関 国 '囚 国 悶 四 国 固 悶 悶

2 日 日 日 巴 日 回× 

③
と
⑪
に
次
に
簡
単
な
の
が

一
か
ら
六
ま
で
の
目
を
追
う

下
段
の
賭
け
か
た
で
、
こ
れ

も
二
倍
。
な
る
べ
く
安
全
な

方
法
で
勝
つ
の
が
、
必
勝
法

で
あ
ろ
う
o

h

て
は
簡
単
で
面
白
い
し
、
非

換
金
、
健
全
で
や
れ
ば
じ
ゅ

う
ぶ
ん
や
っ
て
い
け
る
は
ず

で
あ
る
。

マ
カ
オ
流
の
ゲ
l
ム

電
話
番
号
変
更

マ
カ
オ
の
カ
ジ
ノ
。
若
い

中
国
女
性
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
。

こ
う
な
る
と
な
に
や
ら
秘
密
フ
ジ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ

め
い
た
雰
囲
気
と
言
え
よ
う
。
ズ
側
札
幌
支
社

1
@
O
二

海
に
固
ま
れ
た
マ
カ
オ
で
は

1
八
四

一
ー
ニ

O
八
七
。

水
上
カ
ジ
ノ
も
あ
り
、
雑
多

側
カ
ト
ウ

1
箕
面
市
新
稲

な
人
び
と
が
う
ろ
つ
い
て
い

五
の
二
十
一

の
十
四
、

倉
O

る。

パ
ク
チ
は
パ
ク
チ
だ
と
七
二
七
|
二
三
|
五
七
五
七

は
っ
き
り
割
り
切
っ
て
ギ
ャ

ン
ブ
ル
を
や

っ
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。

こ
う
し
た
・
雰
囲
気
を
日
本

の
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
場
に
持
ち

こ
む
の
は
、
少
し
ば
か
り
の

勇
気
が
い
る
が
、
遊
び
と
し

一事
務
所
移
転

側
中
村
製
作
所
大
阪
事
務

所

l
大
阪
市
浪
速
区
新
川
三

の
六
百
三
十
の
三
、
南
大
阪

ピ
ル
四

O
二
号。

。

メダル貸機

・千円札筒替機、メタル貸機商用
・切り変えスイッチで10枚-150枚まで払出し
・ホツnーに光電横出装置使用
・硬貨8000枝-10000枚乱雑投入司能
・雨替回獄表示メーター{寸(6桁〉
・硬貨払出し枚数メーター{寸
・コインカウンターとして使用可
・防犯装置完精
・間替時間 :2抄
仕様 .I葛さ800拐、幅520%、奥行350拐、重量50切

圃園田園iIII歪置:1Wf置圏Iá'iIHHU~翠酒量E留置留置fIII留置置璽富田富置国軍医富田富置置!E酒田掴E置圃目

口|

書ノノ、る

メダル貸機スーパースコープ
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・崎 . .・lt
.、明

同司直

<) d 
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パーリ一社製品およびガラス部品のお間

合わせ、ご注文は当社で承っております。

SHOP 

TEL.06 (752)477開t)

PARTS 

株式会社マックス・ブラザーズ
千544大阪市生野区巽北2丁目 5番31号

Ncd7 A・199-2ATRIPα宅RATI陥日VERASSEM8LY 

ゐー
寸 入荷いたしましたグ

BALLY 

/ 
/ 



昭和50年6月15日第26号 ゲームマシン .月2回 (1日・ 15日J発行 (6，) 

卓と式で又まったく故障のないマシン。北欧生れで10円玉コイン

をガ13活欠みの様にのみ込み、1日で￥3，000円も入る所もある。

-おもしろさ

この機械はペニーホール的な嬰無のある機械です。

外 国人がハシを使っているところは日本人が見るとなんとなく

ぎこちなく見えますが、右手と 左手に一本づっハシを撮り、両手

で 10円玉奇はさんでみてくださ L、。 あなたも外国人と一緒ですよ 。

このバイキング・コインはパチンコと一緒で個人個人によって

相当左右され去す。

器用な人{孟 3固に l回入 ηます 。 (上手になったら難しく制整

できます。〉

6月10日発売.グ

|特長|

合まったく仕入がいらず故障なし

合小型灰皿付のため各テーブルに置ける

*当り調整付のため、お客の上達に合わ

せ調整で怠る

女口で説明するより自分でやると、 100人

が 100人納得する

安買取の場合は 5台以上になると、製造

メーカー直売のため安くなる

(販売で儲け、、リースして儲け)

※日本では丸い遊び(ゴルフ、パチンコ、ポーリング等)丸い遊

ぴの商売は失敗がありません。景品をもらおうというものでは

なくゲームの縦しみです。会社側の姿勢としては卸売を主力と

していきたい意向です。(別売景品有り)

当1~ 1I1I1'IIIt 1 1 1II'lllt1l 11 1 111 11111・111111II111111II11111'lllt11111'lllt111111ll111111ll11111'lllt1止
!小売りはいたしません ! 
= 只今、代理庖募集中 三
刊明也i川111111111'IIIt 11I11'IIIt 111111111111閣 IIIII'IIIt1II1I'lllt1ll1 r劃 111I'IIItIl IIIJ也1111111111辰

-仕様 250m.>く160m. さ 3009

※当機は娯楽遊戯機ですから娯楽用のみにお使い下さい。

メダルで遊べます。

末端価格￥20，000
(盗難保険付)

株式会社ニッケ・ン
東京支社 東京都渋谷区恵比須南 2-28-6 

大阪本社 大阪市淀川区宮原 1-18ー 2

福岡支社 福岡市博多区住吉4-15-} 7 

小倉支社 北九州市小倉北区片野 5- 2 -18 

ft (03) 713・ 2138~9・715・9344・719-6944

ft(06) 393-0021 (代)

ft(092) 451-4480 

まま (093) 921- 3229 
、

-， 
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